


５月下旬に予算決算委員会各分科会による
市内現地視察を実施しました。

総務分科会総務分科会

文教厚生分科会文教厚生分科会

中央消防署

東中学校

同報無線 更新工事か所

徳育保健センター

現 地 視 察現 地 視 察

　主に消防と危機管理課所管の視
察を行いました。いずれの施設、
設備もいざという時に市民の命を
守る重要な投資であること、設備
の更新や充足により、市民の安心
につながることを再認識できる視
察となりました。

総務分科会主査　安 田 　 彰

　トイレ洋式化や照明設備ＬＥＤ化
等、教育環境が整備されていること
や、外国にルーツをもつ児童のオン
ライン学習や生活介護事業所の日
常の様子などから、多様性が認めら
れ温かな支援に取り組まれていると
感じました。

文教厚生分科会主査　石 川 紀 子

No 視 察 か 所 場 所
１ 中央消防署 掛 川
２ 松ヶ岡（旧山﨑家住宅） 南 西 郷
３ 原泉第三製茶工場（孤立が予想される集落 泉区防災資機材整備） 黒 俣
４ 大東支所（放射線防護施設） 三 俣
５ 同報無線 更新工事か所（高性能スピーカー設置） 国 安
６ 中東遠消防指令センター 磐 田 市

No 視 察 か 所 場 所
１ 中央小学校（母語によるオンライン個別支援） 下 俣
２ 東中学校（トイレ洋式化改修工事） 葛 川
３ 北中学校（照明設備ＬＥＤ化改修工事） 上 西 郷
４ 徳育保健センター（相談窓口一元化によるフリーアドレス化） 御 所 原
５ 希望の丘（駐車場内ブロック積よう壁改修工事） 杉 谷 南
６ 生活介護事業所 あいあい学園 板 沢
７ 大東支所 旧大東町議場（子ども第三の居場所） 三 俣
８ 大須賀老人福祉センター（屋根・外壁等改修工事） 西 大 渕

※フリーアドレス…職員が執務する席を固定せず働くワークスタイル

かけがわ 市議会だより 2令和７年6月定例会



環境産業分科会環境産業分科会

都市構造再編集中支援事業 北部中継ポンプ場

　待望の北部中継ポンプ場が完
成し、市街地広域の下水道が集
約され、生活環境の改善が期待
されます。また、新たに世界的
な抹茶需要に向け、高付加価値
茶生産のてん茶製造工程を視察
し、今後の茶業界の景気回復の
可能性を感じました。
環境産業分科会主査　髙 橋 篤 仁

開 催 日 会 場
10月25日（土） 
10：00～

22 世紀の丘公園
たまり～な大研修室

10月28日（火） 
19：00～

掛川市生涯学習センター
第4会議室

10月30日（木） 
19：00～

掛川市文化会館シオーネ
大会議室１，２

No 視 察 か 所 場 所
１ 都市構造再編集中支援事業 大 坂
２ 海岸防災林強化事業 菊川左岸 国 安
３ 歩道改良事業 市道細田六才線 下 垂 木
４ 北部中継ポンプ場 城 北
５ 丸山製茶（輝北てん茶工場） 倉 真
６ 環境資源ギャラリー 満 水
７ 22 世紀の丘公園たまり〜な屋内遊び場 m

み ろ っ こ
irocco 満 水

※報告は、すべての会場で同じ内容です。

令和6年度の様子令和6年度の様子

　議会報告会は、「市民の皆さんに開かれた議会」を
目指し行っております。
　今年で13 年目となりますが、令和７年度は３会場で
の報告会となります。初めての試みとなりますが、様々
な世代の方にご参加いただけるように土曜日の午前中
開催にもチャレンジし、年間テーマ（Ｐ６参照）に関する
調査研究の中間報告を行います。
　市民の皆さんからご意見を伺い、市長への政策提言に
つなげていきます。皆さんのご参加をお待ちしております。
　なお、市議会ホームページにて録画配信も行います。
ぜひご覧いただき、WEB 上のアンケートからご意見
をお寄せください。

議会報告会議会報告会をを開催します！開催します！

かけがわ 市議会だより3 令和７年6月定例会



令和７年度一般会計補正予算（第２号）の概要

補正予算等の審議内容補正予算等の審議内容

　今回の補正第２号は下記のほかに、災害時相互支援体制を構築するための整備
や複合災害時に孤立する恐れのある指定避難所に係る整備など、防災資機材整備
3,733 万円の増額や、公用車20台分に搭載しているテレビ機能付きカーナビゲ
ーションのＮＨＫ受信料追加などがありました。

補 正 額

補正後の予算額

その他の審議内容その他の審議内容

生活保護管理費 生活保護管理費 増増　　 　 　　 　 
　　　　　　　　　　　　　　　　162万円162万円

空き家対策事業費 空き家対策事業費 増増
　　　　　  　　　　　  ２，０００万円２，０００万円

消防ポンプ自動車購入契約消防ポンプ自動車購入契約
の締結の締結

システム改修を行うことによる職員の事務負担は。
基準額が自動計算となるため、短期間で正確
な作業が可能となり、職員の負担は大きく軽
減される見込みである。

令和６年度の実績から当初予算を組まなかっ
たのか。
実績を踏まえ当初予算は増額したが、広報等
により市民の関心が高まり、予想を超える申
請や問い合わせがあるため、さらに増額する。

５社の競争入札であるが、仕様や、購入後に
不具合が生じた場合の対応は。
仕様書の規格を統一した上で入札を行った。
不具合が生じた際は、落札事業者と協議し対
応する。

国が定める生活保護基
準の見直しに対応する
ためのシステム改修費
の増額

空き家の除却への関心
が高く、予想以上の要望
による空き家除却事業
費補助金の増額

消防ポンプ自動
車 購 入 契 約 を
静岡森田ポンプ
（株）と締結

Q

Q

Q

A

A

A

主な質疑

主な質疑

主な質疑

  6,080万円

615億4,188万円

かけがわ 市議会だより 4令和７年6月定例会



人
事
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について　２件

条
例
掛川市税条例の一部改正について

掛川市いじめ防止条例の一部改正について

予
算
令和７年度掛川市一般会計補正予算（第２
号）について

そ
の
他

浜野地区盛土工事請負契約の締結について

国安地区盛土工事請負契約の締結について

本庁舎エレベーター改修工事請負契約の締結
について

防災行政同報無線設備更新工事請負契約の
締結について

自動ラップ式トイレ購入契約の締結について

消防ポンプ自動車購入契約の締結について

掛川市道路線の認定について

■全会一致で可決・同意・受理

報
告

令和６年度掛川市一般会計繰越明許費の報告
について

令和６年度掛川市水道事業会計予算繰越計算
書の報告について

令和６年度掛川市公共下水道事業会計予算
繰越計算書の報告について

創 世 会 市民のこえ 共掛＊ 共
＊

み
＊

藤
原
正
光
＊　　　

塩
﨑
克
彦

杉
山
康
弘

小
田
つ
と
む

山
田
正
彦

堀
内
宏
樹

鷲
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記
世

安
田
　 
彰
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紀
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山
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髙
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山
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山
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浩
章

藤
澤　
恭
子

窪
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子

嶺
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慎
悟

富
田　
ま
ゆ
み

鈴
木　
久
裕

勝
川　
志
保
子

川
上
志
満

その他 第２期タブレット端末更新購入
契約の締結について

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × ×

請　願
22世紀の丘公園たまり～な屋内遊
び場m

み ろ っ こ
iroccoの利用料金見直しを

求める請願書　※趣旨採択
× × × × × × × × × × × × ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯

請　願
22世紀の丘公園たまり～な屋内遊
び場m

み ろ っ こ
iroccoの利用料金見直しを

求める請願書
× × × × × × × × × × × × ◯◯ × × × ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯

請　願

掛川市・菊川市環境資源ギャラ
リーの120億円の外部委託や500
億円の建て替え計画は、構成自治
体での議論が不十分です。計画の
見直しを含めた議論を行うことを
求める請願書

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × ◯◯

議員名

議案名

＊議長（藤原正光）は、採決には参加しません  ＊共掛▶共に創る掛川　＊共▶日本共産党議員団　＊み▶みんなの波
※趣旨採択…請願の内容は理解できるものの、現時点では実現が難しい場合に「趣旨には賛成」を示す意思決定の方法。

■賛否の分かれた議案　　○○賛成　×反対

審議の結果、予算１件、条例２件、人事２件、その他８件、
報告３件を可決しました。

 6 月定例会における審議結果一覧　

22 世紀の丘公園たまり～な屋内遊び場m
み ろ っ こ
irocco の利用料金見直しを求める請願書

■環境産業委員会が賛成少数で不採択

高額療養費の自己負担上限額を引き上げないことを国に求める請願書

■文教厚生委員会が全会一致で閉会中継続審査に決定

掛川市・菊川市環境資源ギャラリーの 120 億円の外部委託や 500 億円の建て替え計画は、構成自治体で
の議論が不十分です。計画の見直しを含めた議論を行うことを求める請願書

■環境産業委員会が全会一致で不採択

かけがわ 市議会だより5 令和７年6月定例会



年間
テーマ

年間
テーマ

　４月の市長、市議会議員選挙では、期日前の投票者
数が大幅に増えましたが、最終的な投票率は前回の
およそ 65% から 59.59% に下がりました。投票率の
急激な低下を受け、民主主義の土台となる選挙の在り
方と市民の政治参画意識の向上について研究していく
ことは、極めて重要だと考えます。
　先進自治体の取り組みを参考にして、本市にとって
効果的な施策を研究していきます。

総 務 委 員 会 委員長 安 田  彰

選挙のこれからのカタチ

総務委員会の所管は、総合計画、財政、
税務、まちづくり、DX、防災、消防等です。

年間
テーマ

　認知症は、年齢にかかわらず誰もがなりえるものと
言われています。認知症への正しい知識と理解は、本
人だけでなく家族や周りの方々にとって大きな支えと
なります。
　誰もが住み慣れた場所で、自分らしく最期まで生き
ることが幸せにつながると考え、調査研究を進めます。

文教厚生委員会 委員長 石 川 紀 子

認知症　みんなで支えるまち　掛川
  ～あなたらしく生きるための人生会議～

文教厚生委員会の所管は、健康、
福祉、子育て、教育等です。

　社会が物流 2024 年問題や、近年激甚化する災害
等に直面している中、物流業界でも課題が山積してい
ます。本市は製造品出荷額において県内屈指の工業都
市であり、物流との関係性が高い自治体です。
　物流拠点の新たな展開を模索し調査研究すること
で、掛川市発展の可能性を見出していきたいと考え、
テーマを設定しました。

環境産業委員会 委員長 髙 橋 篤 仁

　各常任委員会は、年間テーマを決めて調査研究を行います。市当局への聞き取り、現地調査、
先進地事例の研究等を進め、議会報告会で中間報告を行うとともに市民の皆さんからの意見
を伺い、政策提言に向け議論を重ねていきます。

各常任委員会の年間テーマ決定！各常任委員会の年間テーマ決定！

物流拠点がはたす掛川市発展の
可能性について

環境産業委員会の所管は、産業全般、観光、
道路・河川、公園、環境、上下水道等です。

かけがわ 市議会だより 6令和７年6月定例会



市
長
２
期
目
の
抱
負
は

合
併
か
ら
20
周
年
を
迎
え
、
南
北

の
均
衡
あ
る
発
展
に
つ
い
て
具
体

的
な
見
解
を
伺
う
。

地
域
間
連
携
を
強
化
し
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

市
内
北
部
の
人
口
増
加
に
対
し
、

南
部
の
人
口
減
少
は
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
南
北
道
路
の
整
備
や
海
岸

防
災
林
事
業
等
に
加
え
、
さ
ら
に
均
衡

あ
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発
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を
進
め
る
た
め
、
横
須
賀
城

４
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０
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年
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掛
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三
城

の
連
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や
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
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検

討
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等
、
地
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活
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連
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強
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持
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可
能
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ま
ち
づ

く
り
を
推
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し
て
い
く
。

再
犯
防
止
の
社
会
へ

掛
川
市
に
お
い
て
、
保
護
司
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、

更
生
保
護
女
性
会
、
協
力
雇
用
主

会
等
、
更
生
保
護
を
支
え
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方
々
へ
の
サ

ポ
ー
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十
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か
伺
う
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更
生
保
護
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の
強
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、
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に

努
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で
は
、
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や
団
体
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支
援
を
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施
策

と
し
て
位
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付
け
て
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。
他
県
に
お

い
て
令
和
６
年
に
起
き
た
事
件
を
受
け
、

保
護
司
の
安
全
確
保
や
負
担
軽
減
の
た

め
、「
あ
い
り
〜
な
」
内
に
相
談
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
等
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
協
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雇
用
主
や

更
生
保
護
女
性
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が
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割
を
十
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果

た
せ
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よ
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、
今
後
も
活
動
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助
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活
動
支
援
の
継
続
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努
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る
。

【
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他
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問
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項
】

・
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市
の
平
和
教
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い
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川
浜
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バ
イ
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調
査
を
菊
川

市
と
共
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委
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岡
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共
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目
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び

内
容
を
伺
う
。

県
の
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果
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岡
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お
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岡
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い
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。
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和
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静
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両
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を
立
案
し
て
い
く

市
内
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
た
出
張
健

康
フ
ェ
ア
の
実
施
、
き
ん
ト
レ
ア
プ

リ
の
提
供
、
健
康
づ
く
り
実
践
事
業
所
と

の
連
携
等
、
市
民
の
健
康
意
識
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
報
か
け
が
わ
や

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
の
イ
ベ
ン
ト
周
知

の
ほ
か
、
ア
プ
リ
利
用
促
進
の
た
め
、
ポ

イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
市
民
が
よ
り
関
心
を
高

め
る
健
康
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
を
行
っ

て
い
く
。

市
民
の
こ
え

藤
澤
恭
子

創
世
会

塩
﨑
克
彦

塩
﨑
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

藤
澤
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な
る

充
実
、
整
備
を

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
受

け
入
れ
る
学
年
に
差
が
あ
る
が
、

保
護
者
の
就
労
状
況
に
合
わ
せ
６
年
生
ま

で
受
け
入
れ
で
き
る
よ
う
統
一
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

施
設
整
備
等
を
行
い
６
年
生
ま
で

受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
進
め
る

受
け
入
れ
学
年
に
差
が
あ
る
主
な

理
由
は
、
施
設
面
積
の
不
足
で
あ

る
た
め
、
面
積
不
足
解
消
を
目
的
に
増

設
や
整
備
を
行
い
、
順
次
受
け
入
れ
可

能
な
学
年
の
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。
引

き
続
き
定
員
超
過
の
解
消
を
優
先
し
、

６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
安
全
安
心

な
運
営
に
向
け
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
、
実
践
的
か

つ
定
期
的
な
不
審
者
対
応
訓
練
が
必

要
と
考
え
る
が
、
現
在
の
訓
練
実
施
状
況
を

伺
う
。

緊
急
時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
指
導
し
て
い
る

市
主
催
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
研
修
会
や
各
運
営
事
業
者
が

実
施
す
る
研
修
会
で
不
審
者
対
応
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
７
年
７
月

に
掛
川
警
察
署
に
よ
る
不
審
者
対
策
等
の

研
修
会
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
実
際

の
事
例
を
想
定
し
た
対
応
方
法
を
学
び
、

職
員
間
の
連
携
体
制
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
緊
急
時
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。

創
世
会

堀
内
宏
樹

堀
内
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

た
ま
り
～
な
屋
内
遊
び
場
の
幼
児

や
子
ど
も
料
金
の
見
直
し
を

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
減
免
分

を
市
が
負
担
し
て
い
る
高
齢
者
や
障

害
者
と
同
様
に
、
子
ど
も
の
料
金
減
免
等

を
再
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

オ
ー
プ
ン
後
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
検
討
す
る

現
時
点
で
は
、
す
で
に
示
し
て
い

る
施
設
の
運
営
費
や
維
持
管
理

費
、
減
免
基
準
を
考
慮
し
た
料
金
体
系

で
の
オ
ー
プ
ン
を
考
え
て
い
る
。
オ
ー
プ

ン
後
の
利
用
状
況
お
よ
び
運
営
状
況
や
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
判
断
し
、
必
要
に
応
じ
て
料
金

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
と
と
も
に
ご
み
減
量
化
を
進

め
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
ま
ち
に

燃
や
す
ご
み
、
剪
定
枝
、
落
ち
葉
、

分
別
収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
、
集
め
ら
れ
た
ご
み
の
処
理
方
法
を
市

民
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
正
し
い
分
別
と

減
量
化
の
推
進
が
よ
り
図
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

※
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
…
ご
み
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近

づ
け
る
こ
と
を
目
指
す
理
念

や
活
動
。

適
正
な
分
別
と
ご
み
の
減
量
化
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く

環
境
資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
小
学
４

年
生
を
対
象
と
し
た
資
源
化
講
座

を
開
催
し
、
も
っ
た
い
な
い
を
無
く
す
行

動
を
啓
発
し
て
い
る
。
市
民
が
分
別
の
重

要
性
や
資
源
化
の
現
状
を
知
る
こ
と
は
、

分
別
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ご
み
の

減
量
化
や
さ
ら
な
る
資
源
化
、
併
せ
て
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
や
処
理
費
用
軽
減
等

の
後
押
し
に
な
る
と
考
え
、
広
報
か
け
が

わ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
用
い
、
適
正
な
分

別
と
ご
み
の
減
量
化
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
。

日
本
共
産
党

議
員
団

勝
川
志
保
子

勝
川
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す
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地
区
自
治
組
織
の
在
り
方
に
関
す

る
議
会
か
ら
の
提
言
へ
の
対
応
状

況
は「

地
区
内
に
諸
組
織
が
並
立
し
複
雑

で
わ
か
り
に
く
い
、
役
員
が
忙
し

い
」
等
の
声
を
受
け
、
平
成
30
年
度
に
議

会
か
ら
「
自
治
組
織
と
し
て
の
地
区
の
規

約
を
定
め
る
よ
う
推
進
す
べ
き
」
と
提
言

し
た
が
、
こ
れ

に
対
し
て
市
は

ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
き
た

か
伺
う
。

負
担
軽
減
を
重
点
に
支
援
を
行
っ

て
い
る現

在
、
全
33
地
区
中
、
８
地
区
が

規
約
を
策
定
し
て
い
る
。
提
言
を

受
け
、
令
和
２
年
度
に
区
長
会
連
合
会

お
よ
び
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
連
合

会
と
地
区
組
織
の
今
後
の
在
り
方
等
を

検
討
し
、
検
討
結
果
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
た
。
ま
ず
は
負
担
軽
減
を
重
点
に

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

地
区
の
規
約
策
定
推
進
に
向
け
た

今
後
の
方
針
は

地
区
の
規
約
策
定
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
規
約
の
参
考
例
を
市
が

示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
今
後
の
対
応
方
針
を
伺
う
。

参
考
例
を
示
し
、
規
約
策
定
を
支

援
し
て
い
く

規
約
策
定
の
た
め
、
市
が
参
考
例

を
示
す
こ
と
は
有
効
と
考
え
て
い

る
。
地
区
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

実
情
に
応
じ
た
規
約
の
参
考
例
を
作
成

し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
規
約
策
定
を

支
援
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・（
仮
称
）
掛
川
倉
真
第
２
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
開
発
事
業
に
つ
い
て

市
長
と
直
接
対
話
が
で
き
る
地
区

集
会
を地

区
集
会
は
、
市
長
か
ら
の
話
題
提

供
や
、
参
加
者
が
市
長
と
直
接
対
話

で
き
る
場
と
し
て
期
待
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
市
長
と
対
話
で
き
る
時
間
を
設
け
る

こ
と
が
有
効
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

今
後
も
対
話
時
間
を
設
け
、
課
題

解
決
を
図
っ
て
い
く

市
長
と
直
接
対
話
で
き
る
場
を
設

け
る
こ
と
は
、
住
民
の
期
待
に
応

え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
を
深
く
理

解
す
る
た
め
の
重
要
な
機
会
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
も
対
話
の
時
間
を
設

け
、
住
民
の
声
を
直
接
伺
い
な
が
ら
、
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

働
く
意
欲
を
か
き
た
て
る
目
標
設

定
を
す
べ
き

職
員
が
業
務
に
お
け
る
達
成
感
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
、
働
く
意
欲
を
か
き

た
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
実
施
施
策
の
達
成
目
標(

成

果
目
標)

を
定
め
、
人
事
評
価
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

貢
献
度
を
実
感
し
、
働
き
が
い
を

高
め
る
人
事
評
価
に
取
り
組
む

職
員
が
業
務
で
達
成
感
を
得
る
こ

と
は
、
働
く
意
欲
の
向
上
や
組
織

活
力
向
上
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
令
和

７
年
度
は
、
人
事
評
価
に
部
、
課
の
目

標
を
設
定
し
、
個
人
目
標
を
定
め
る
こ

と
で
所
属
の
つ
な
が
り
を
も
っ
た
目
標

の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
具

体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

職
員
が
達
成
感
や
貢
献
度
を
実
感
し
や

す
く
な
り
、
評
価
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

で
働
き
が
い
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

共
に
創
る
掛
川

鈴
木
久
裕

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

富
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

鈴
木
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す
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雑
草
を
生
や
さ
な
い
維
持
管
理
の

ア
イ
デ
ア
を

道
路
と
歩
道
ブ
ロ
ッ
ク
（
縁
石
）
と

の
境
に
生
え
る
雑
草
は
、
草
の
根
株

や
周
辺
の
土
ご
と
処
理
し
、
再
生
し
に
く

く
す
る
方
法

が
人
的
、
費

用
的
負
担
の

削
減
に
つ
な

が
る
有
効
な

方
法
と
考
え

る
が
い
か
が

か
。令

和
７
年
度
、
一
部
の
道
路
区
間

で
試
験
施
工
を
行
う

こ
の
手
法
は
、
雑
草
の
再
生
を
抑

制
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、

人
的
、
費
用
的
負
担
の
軽
減
効
果
等
の
検

証
が
必
要
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
は
、
一

部
の
道
路
区
間
で
試
験
施
工
を
行
い
、
作

業
効
率
、
雑
草
の
再
生
抑
制
効
果
、
費
用

対
効
果
等
を
検
証
し
て
い
く
。

大
東
、
大
須
賀
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
交

通
に
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
を

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験

事
業
で
は
、
大
東
、
大
須
賀
エ
リ

ア
の
生
活
支
援
車
の

フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
化

と
あ
る
が
、
掛
川
大

東
浜
岡
線
や
掛
川
大

須
賀
線
Ｏ
Ｋ
バ
ス
へ
の

つ
な
ぎ
役
と
し
て
Ａ
Ｉ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
を

走
ら
せ
な
い
の
か
。

既
存
バ
ス
路
線
と
の
連
携
を
図
る

現
在
、
佐
束
、
中
地
区
の
生
活
支

援
車
は
民
営
路
線
の
バ
ス
停
と
接

続
し
て
お
り
、
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
。
生

活
支
援
車
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
化
の
実
現
に

は
、
民
営
路
線
バ
ス
と
の
連
携
、
バ
ス
事

業
者
と
の
合
意
形
成
や
地
域
公
共
交
通
会

議
で
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
生
活
支
援

車
の
運
行
が
な
い
地
域
で
は
、
Ａ
Ｉ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通
を
既
存
バ
ス
路
線
に
連
携

し
て
フ
ィ
ー
ダ
ー
化
を
検
討
し
て
い
く
。

多
子
世
帯
へ
の
支
援
強
化
で
少
子

化
に
歯
止
め
を

掛
川
市
の
令
和
６
年
度
出
生
数
は

６
６
４
人
と
深
刻
な
少
子
化
が
進

行
し
て
い
る
。
第
二

子
・
第
三
子
以
降
の

出
産
を
後
押
し
す
る

た
め
、
保
育
料
無
償

化
等
多
子
世
帯
へ
の

支
援
強
化
を
ど
う
図

る
か
伺
う
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
整
備
を
進
め
る

理
想
の
子
ど
も
数
を
育
て
ら
れ
な

い
理
由
と
し
て
、
子
育
て
費
用
の

負
担
や
仕
事
と
の
両
立
の
難
し
さ
を
挙
げ

る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
病
児
保
育
施
設

の
充
実
や
子
育
て
に
優
し
い
事
業
所
認
定

等
を
よ
り
推
進
し
て
い
く
。さ
ら
に
今
後
、

保
育
料
算
定
時
の
き
ょ
う
だ
い
カ
ウ
ン
ト

の
方
法
を
見
直
し
、
多
子
世
帯
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
を
図
る
等
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

掛
川
球
場
の
こ
れ
か
ら
―
安
全

と
維
持
管
理
は

掛
川
球
場
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
や
高

校
野
球
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
老
朽
化
が

進
み
、
事
故
や
財
政
負
担
の
リ
ス
ク
も
懸

念
さ
れ
る
。
安
全
確
保
と
長
期
的
な
維
持

管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

計
画
的
な
修
繕
を
進
め
て
い
き
た

い

得
点
板
の
腐
食
等
、
多
く
の
設
備

が
更
新
の
時
期
で
あ
る
。
現
在
は
、

利
用
者
の
安
全
を
最
優
先
に
、
優
先
順

位
を
付
け
修
繕
を
進
め
て
い
る
。
市
公

共
施
設
再
配
置
計
画
で
は
、
耐
用
年
数

到
来
時
期
と
な
る
令
和
31
年
以
降
に
、

他
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
の
統
合
を
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。
計
画
的
な
修
繕
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
第
３
次
掛
川
市
総
合

計
画
に
つ
い
て

創
世
会

山
田
浩
司

市
民
の
こ
え

山
下
浩
章

山
下
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

山
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

縁石用草削り器と土ごと除去し
た根株

（質問の一部を掲載しています） かけがわ 市議会だより 10一般質問 Q&A令和７年6月定例会



ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
解
消

に
向
け
た
普
及
啓
発
を

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
と
は
、

無
意
識
の
偏
見
や
思
い
込
み
に
よ

る
先
入
観
で
、
も
の
の
見
方
が
偏
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
性
別
に

関
す
る
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス

解
消
に
向
け
た
普

及
啓
発
へ
の
取
り

組
み
は
。

全
市
的
な
普
及
啓
発
を
推
進
し
て

い
る

現
在
、知
る
、気
づ
く
、行
動
す
る
、

を
軸
に
全
市
的
な
普
及
啓
発
を
推

進
し
て
お
り
、
６
月
の
プ
ラ
イ
ド
月
間
に

お
け
る
庁
舎
内
展
示
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

カ
フ
ェ
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
等
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

例
え
ば
、
掛
川
市
役
所
の
男
性
職
員
育

児
休
業
取
得
率
や
、
女
性
管
理
職
の
割

合
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
自
分

ら
し
く
力
を
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

５
歳
児
健
診
の
早
期
実
施
に
向
け

た
進
捗
状
況
は

静
岡
県
内
で
５
歳
児
健
診
を
行
う
市

町
が
増
え
て
い
る
。
令
和
８
年
度
ま

で
に
実
施
が
19
市
町
と
増
加
す
る
見
込
み

で
あ
り
、
本
市
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。関

係
機
関
と
の
調
整
や
検
討
を
進

め
て
い
く

５
歳
児
健
診
の
実
施
に
向
け
、
専

門
医
の
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や
現
行
の
発
達

支
援
の
取
り
組
み
を
再
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。
令
和
７
年
度
に
発
足
す
る
「
発

達
相
談
支
援
連
携
協
議
会
」
や
そ
の
他

関
係
機
関
と
調
整
、
検
討
を
進
め
て
い

く
。

学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

統
廃
合
に
よ
り
通
学
距
離
の
延
伸

や
大
人
数
教
育
の
負
担
な
ど
、
新

た
な
課
題
も
懸
念
さ
れ

る
。
市
と
し
て
も
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を

十
分
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

統
廃
合
後
も
適
切
な
対
応
が
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る

環
境
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
十

分
に
考
慮
し
、
適
切
な
対
応
が

必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
原
谷
小
学

校
と
原
田
小
学
校
の
統
合
で
は
、
令
和

５
、６
年
度
の
２
年
間
に
わ
た
り
学
校
行

事
等
の
合
同
実
施
や
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
全
児
童
へ
の
面
談
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
は
原

田
小
学
校
か
ら
原
谷
小
学
校
へ
４
名
の

教
員
と
１
名
の
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
を
異

動
さ
せ
、
統
合
後
も
子
ど
も
た
ち
の
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

学
校
給
食
の
改
善
と
保
護
者
の
声

の
反
映
に
つ
い
て

保
護
者
を
対
象
に
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
作
業
な
ど
の
視
察
、

試
食
会
を
実
施
し
、
保
護
者
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
伺

う
。視

察
や
試
食
会
で
ご
意
見
を
伺
っ

て
い
く学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
視
察
や
各

学
校
等
で
の
試
食
会
は
、
給
食
に

対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
よ
い
機

会
だ
と
考
え
、
要
望
に
応
じ
て
可
能
な

限
り
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、
視
察

や
試
食
会
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
保
護

者
の
ご
意
見
を
伺
い
、
学
校
給
食
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
ご
み
の
全
量
外
部
搬
出
に
関
す
る
市
民

へ
の
説
明
に
つ
い
て

市
民
の
こ
え

窪
野
愛
子

み
ん
な
の
波

川
上
志
満

川
上
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

窪
野
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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